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１．令和5年7月15日梅雨前線による
大雨に係る出水の概要
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はちもり

〇八森雨量観測所 229.0mm
（24時間既往1位：202.0mm）
（7月平年値：172.2mm）

◇八森雨量観測所（秋田県山本郡八峰町） ２４時間雨量 ２２９．０ｍｍ

◇藤里雨量観測所（秋田県山本郡藤里町） ２４時間雨量 ２８９．５ｍｍ

◇能代雨量観測所（秋田県能代市） ２４時間雨量 １８０．５ｍｍ

◇鷹巣雨量観測所（秋田県北秋田市） ２４時間雨量 １８７．５ｍｍ

◇男鹿真山雨量観測所（秋田県男鹿市） ２４時間雨量 １９６．５ｍｍ

◇男鹿雨量観測所（秋田県男鹿市） ２４時間雨量 ２４４．０ｍｍ

◇秋田雨量観測所（秋田県秋田市） ２４時間雨量 １８８．５ｍｍ

◇仁別雨量観測所（秋田県秋田市） ２４時間雨量 ３３２．５ｍｍ

降雨状況 〇８地点で２４時間雨量が観測史上１位を記録し、多いところで３００mmを超過。

［令和5年7月17日時点］

ふじさとまち

はちもり

等雨量線図（７月１５日の２４時間雨量）
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のしろ

〇能代雨量観測所 180.5mm
（24時間既往1位：142.0mm）
（7月平年値：162.5mm）

おがしんざん

〇男鹿真山雨量観測所 196.5mm
（24時間既往1位：178.0mm）
（7月平年値：178.8mm）

おが

〇男鹿雨量観測所 244.0mm
（24時間既往1位：192.0mm）
（7月平年値：176.2mm）

ふじさと

〇藤里雨量観測所 289.5mm
（24時間既往1位：216.0mm）
（7月平年値：275.6mm）

たかのす

〇鷹巣雨量観測所 187.5mm
（24時間既往1位：182.0mm）
（7月平年値：214.7mm）

にべつ

〇仁別雨量観測所 332.5mm
（24時間既往1位：221.0mm）
（7月平年値：295.5mm）

あきた

〇秋田雨量観測所 188.5mm
（24時間既往1位：156.5mm）
（7月平年値：197.0mm）

雄物川

令和5年7月15日からの梅雨前線による大雨に係る出水の概要
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雄物川

太平川

旭川

・秋田駅

秋田市役所

秋田県庁

岩見川

※国土地理院地図（色別標高図）

秋田県

山形県

岩手県

秋田県秋田市内
令和5年7月16日 11:00ころ

秋田県秋田市内
令和5年7月16日 13:00ころ

アンダーパス浸水状況

至 秋田駅

旭川治水ダム

岩見ダム

ドローン撮影

ドローン撮影

雄物川水系（秋田市内周辺の地形状況）

秋田市の住宅被害は3,631戸（8月3日16：00時点 秋田県災害対策本部資料より）

内訳：全壊2戸、一部破損2戸、床上浸水2,215戸、床下浸水1,412戸。
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出典：「国土交通省HP→災害・防災情報→7月15日からの大雨について（第10報 2023/7/25 9:00現在）参考資料」より。
《https://www.mlit.go.jp/common/001621063.pdf》。

秋田市内周辺の被害状況

秋田市立城東中学校

至_秋田駅
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自治体支援（リエゾン・TEC-FORCE・災害対策用機械）の活動状況
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２．水害リスク情報の充実

～「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマップ」～
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【掲載場所】
北上川下流河川事務所ＨＰ：https://www.thr.mlit.go.jp/karyuu/activity/ryuiki04.html
国土交通省ＨＰ（全国） ：https://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryuiki_pro/risk_map.html－8－



３．洪水に関する危険度情報の説明

～洪水キキクルと水害リスクラインの一体化～
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洪水に関する危険度情報の一体的発信
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４．流域タイムラインについて
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「水害対応タイムライン」の概要

＜河川・気象の行動のきっかけとなる情報をまとめた流域タイムラインを作成・活用 ！ ＞

•   河川・気象情報の提供やこれを受けた市区町村による避難情報の発令など基本的な行動を時系列で整理
するタイムラインを、流域などの単位で関係自治体をまとめて作成。

•   河川の増水・氾濫時の更なる円滑な防災対応や訓練等に活用することで振り返りによる改善を実施。

（不断の改善により防災対応をブラッシュアップ）

＜台風接近時等のWEB会議ツールによる危機感の共有を実施！＞

•   市区町村による避難情報発令などの防災対応を支援するため、河川事務所、気象台のほか、都道府県の
河川・砂防部局とも連携し、WEB会議ツールを活用することで防災情報や危機感の共有、流域自治体の
対応状況等を関係者で一斉に共有

■流域タイムラインのイメージ ■水害対応タイムライン と 法定計画との関係

流域平均の雨量の実況や予測から
数日前から警戒感を高める
（気象台）

領域 法定計画等
（策定主体）

タイムライン

A市
流域

国土交通省 防災業務計画等
（地方整備局、河川事務所等）

①流域タイムライン
（多機関連携型タイムライン）

支川等の氾濫のおそれ、土砂災害の
危険性について共有
（気象台・都道府県河川・砂防部局）

洪
水
予
報
の

予
報
区
域

市区町村 地域防災計画
（市区町村）

②市区町村タイムライン
（多機関連携型タイムライン）B市

地区

河川水位の実況や予測から氾濫の
おそれを共有
（河川事務所・気象台）

地区防災計画
（自治会、自主防災組織）

コミュニティタイムライン

C市
個人、
事業者等

避難確保計画（要配慮者利用施設）
個別避難計画（要配慮者）

③マイ・タイムライン
（デジタル・マイ・タイムライン）

避難情報着目型タイムライン
（多機関連携型タイムライン）

従来

総力戦で挑む防災・減災プロジェクト第２弾（重点推進施策）
✓住民避難：一人でも多くの方が、円滑に避難できるように → リスクコミュニケーション※ツールの積極活用
※自然災害に関するリスクを題材として、あらゆる関係者（国、地方公共団体、指定公共機関に加え、⺠間企業や国⺠の皆様も含む）が、

複数の主体間で行うコミュニケーション（情報共有、意見交換、協働など）
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水位 状況

府県気象情報（台⾵進路予定等）

早期注意情報発表(中・高)

府県気象情報（台⾵進路予定等）

早期注意情報発表(中・高)

・台風に関するA県気象情報

発表(随時)

・A県気象情報発表(随時)

大雨注意報・洪水注意報発表

注意体制

大雨警報・洪水警報発表 警報が発表された場合

水防警報(待機)発表 ● ● ●

・A県気象情報発表(随時)

水防警報(準備)発表 ● ● ●

● ● ● ●

水防警報(出動)発表 ● ● ●

警戒体制

・A県気象情報発表(随時) 氾濫注意⽔位を超過した場合

水防警報(警戒)発表 ● ● ●

越⽔・漏⽔・侵⾷等により災害の恐れがある場合

● ● ● ●

・高齢者等が避難開始

・A県気象情報発表(随時)

・暴⾵警報発表

● ● ● ●

・住⺠が避難開始

非常体制

氾濫危険⽔位を超過した場合

● ● ● ●

ホットライン（氾濫発⽣） ● ●

堤防決壊の発生の伝達と今後の河川状況など助言

【警戒レベル５】緊急安全確保 【警戒レベル５】緊急安全確保

氾濫注意

水位

氾濫危険

水位

避難判断

水位

氾濫発⽣

３日前

準備

１日前

準備

水防団待

機水位

・氾濫危険⽔位超過

・氾濫発⽣

・水防団待機水位超過

・氾濫注意⽔位超過

・避難判断水位超過

氾濫が発⽣した場合に住⺠に対し

て

命を守る⾏動を促す

氾濫が発⽣した場合に住⺠に対し

て

命を守る⾏動を促す

災害発生の恐れが高いなど、状況によって

氾濫危険⽔位到達前に避難指⽰を発令す

る場合がある

災害発生の恐れが高いなど、状況によって

氾濫危険⽔位到達前に避難指⽰を発令す

る場合がある

緊急安全確保措置

洪⽔予報(氾濫発⽣情報)発表

・台風に関するA県気象情報

発表(随時)

・台風に関するA県気象情報

発表(随時)

浸水が想定される地区

【警戒レベル４】避難指⽰発令

浸水が想定される地区

【警戒レベル４】避難指⽰発令

・３日後に台風が

D川流域に影響する恐れ

・3日後に大雨が予想され

D川流域に影響する恐れ

・台風に関する

気象情報発表(随時)

・１日後に台風が

D川流域に影響する恐れ

・１日後に大雨が予想され

D川流域に影響する恐れ

WEB会議ツールによる危機感の共有

流域タイムライン作成例③
気象台 河川事務所 A県 B市 C市 警察・消防等 住⺠等

洪⽔予報(氾濫注意情報)発表

洪⽔予報(氾濫警戒情報)発表

洪⽔予報(氾濫危険情報)発表

・台風に関するA県気象情報

発表(随時)

災害発生の恐れが高いなど、状況によって

氾濫危険⽔位到達前に⾼齢者等避難を

発令する場合がある

災害発生の恐れが高いなど、状況によって

氾濫危険⽔位到達前に⾼齢者等避難を

発令する場合がある

浸水が想定される地区

【警戒レベル３】⾼齢者等避難発令

浸水が想定される地区

【警戒レベル３】⾼齢者等避難発令

⿊字：⽔位、気象情報、災害体制 ●：情報の受け手

「流域タイムライン」規定事項・作成例

（イメージ）
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５．ワンコイン浸水センサの紹介

～令和５年度ワンコイン浸水センサ実証実験～
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令和５年度 ワンコイン浸水センサ実証実験
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ワンコイン浸水センサによる浸水情報の活用ケース
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浸水センサ検知事例（愛知県岡崎市 R4.9.23）

出典：「国土交通省HP＞報道・記者発表＞令和4年12月6日ワンコイン浸水センサ 浸水を検知」より
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_hh_001145.html－18－
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古川駅

新江合川

ワンコインセンサ設置位置案（大崎市）
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６．支援業務について

「要配慮者利用施設の避難確保計画作成支援」

「マイ・タイムライン作成支援」
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・要配慮者利用施設の避難確保計画の作成支援実績
令和２年２月１９日 石巻市
令和２年２月２０日 登米市
令和２年９月１８日 登米市
令和３年１月２５日 美里町
令和３年２月８日～９日 大崎市
令和３年１０月１３日 大崎市

・マイ・タイムライン作成講習会の支援実績
令和１年１１月２１日 涌谷町
令和２年９月５日 東松島市
令和３年９月１６日 美里町
令和４年６月２６日 宮城県、大郷町（別添開催状況参照）

資料のイメージ資料のイメージ

北上川下流河川事務所では、減災対策協議会運営・取組方針でのソフト対策関連の一環といたしまして、「要配慮者利用施設の避難確保
計画作成」や「マイ・タイムライン作成」にあたって、担当関係者や住民向け講習会などを管内の各自治体が計画、開催予定等された場合、
運営や企画などでの支援業務を行い、より良い内容、目的達成となるよう講習会実施等のお手伝い（支援業務）をさせて頂いております。

【お願い】
支援業務の実施までにはある程度の準備期間が必要となります。また支援希望が重なった場合などは時期等の調

整をさせて頂く場合もありますので、予定計画をされる場合などは早めの連絡等に御協力下さい。
(連絡・お問い合わせ先：北上川下流河川事務所防災情報課 TEL0225-94-9854)

北上川下流河川事務所 支援業務取組み
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大郷町マイ・タイムライン講習会の運営支援について

〇令和４年６月２６日（日）に宮城県と大郷町等の主催によるマイ・タイムライン作成講習会が大郷町内にて開催され、
町内の婦人防災クラブ会員等を対象に「洪水時の一人ひとりの防災行動計画」となるマイ・タイムラインの作り方や地域
に広めるためのポイントなどを学習していただきました。

〇この講習会の開催は、水害等による被害軽減対策として、日頃から防災・減災に対する意識を高め、災害時の避難準備
や行動について考えていただくとともに、地域への普及活動を目的としています。
「鳴瀬川等大規模氾濫時の減災対策協議会」では講習会運営について支援を行いました。

〇講習会では、町内の方から過去水害の体験談発表もあり、あらためて日頃からの洪水への備えの大切さを実感共有しな
がら町の防災マップや避難の考え方を確認し、それぞれの地域の特徴や生活環境にあわせたオリジナルの「マイ・タイム
ライン」を作成しました。

【次 第】
◆開会・⼤郷町⻑あいさつ
◆過去の水害体験談
◆マイ・タイムラインの作成体験・作成指導演習
※当該講習会は、換気や消毒の徹底などコロナウ
イルス感染拡大防止に配慮して実施されました。

【開催概要】
◇日 時 ：令和４年６月２６日（日）9:00~12:00
◇場 所 ：大郷町ふれあいセンター２１ 多目的ホール
◇講師 ：河川情報センター、気象予報士、東北大学（サポーター）
◇参加人数：約６０名(町内の婦人防災クラブ会員等)

昭和６１年８月豪雨や令和元年台風１９号
での水害体験を発表（町内在住の方）

減災対策協議会

鳴瀬川等⼤規模氾濫時の

ここでの講習が町内各地区
で展開される事を期待

最近の災害や気象の特徴を確認（気象予報士）
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７．減災対策取り組み状況について

（令和５年４月１日現在）
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院
東
北
地
整

【
人
命
な
ど
を
守
る
取
組
】

１
）ハ
ー
ド
対
策
の
主
な
取
組

■
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
対
策

1

〈鳴
瀬
川
・江
合
川
〉・
堤
防
整
備
・河
道
掘

削
・堤
防
の
浸
透
対
策
・ダ
ム
整
備

〈吉
田
川
〉・堤

防
整
備
・河
道
掘
削

〈定
川
〉・
堤
防
整
備
・
河
道
掘
削

継
続

実
施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

■
既
存
施
設
の
有
効
活
用

2
ダ
ム
の
柔
軟
な
運
用

順
次

実
施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

■
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策

3

<
鳴
瀬
川
>
・
堤
防
天
端
の
保
護
・堤
防
裏
法

尻
の
補
強
を
推
進

<
江
合
川
>
・
堤
防
天
端
の
保
護
・堤
防
裏
法

尻
の
補
強
を
推
進

<
吉
田
川
・定
川
>
・
堤
防
天
端
の
保
護

平
成

3
2
年

ま
で

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

■
避
難
行
動
、
水
防
活
動
、
排
水
活
動
に
資
す
る
基
盤
等
の
整
備

4
簡
易
ア
ラ
ー
ト
装
置
の
配
備

平
成

3
2
年

ま
で

東
北

地
整

◎
1
0
0
%

5
雨
量
・水
位
等
の
観
測
デ
ー
タ
及
び
洪
水
時

の
状
況
を
把
握
・伝
達
す
る
た
め
の
簡
易
水

位
計
、
C
C
T
V
等
の
基
盤
整
備

継
続

実
施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

6

・危
機
管
理
型
水
位
計
の
配
置

・避
難
行
動
に
必
要
な
映
像
提
供
を
考
慮
し

た
河
川
監
視
用
カ
メ
ラ
の
配
置
計
画
を
見
直

し
、
順
次
整
備
を
実
施
。

平
成

3
2
年

ま
で

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

7
・庁
舎
や
排
水
機
場
の
耐
水
化
の
確
認
・
耐

水
化
、
及
び
非
常
用
電
源
等
の
対
策
の
必

要
性
や
問
題
意
識
を
共
有

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

○
〇

○
◎

◎
〇

◎
6
9
%

8
フ
ラ
ッ
プ
化
等
の
無
動
力
化
を
優
先
的
に
整

備
す
る
対
象
施
設
を
抽
出
し
、
順
次
整
備
を

実
施

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

宮
城

県
東

北
地

整
-

◎
5
0
%

9
全
天
候
型
ド
ロ
ー
ン
を
順
次
配
備

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

1
0

・氾
濫
に
よ
る
危
険
性
が
特
に
高
い
区
間
の

リ
ス
ク
情
報
を
共
有

・建
設
発
生
土
、
伐
採
木
の
処
理
・
活
用
方

法
、
対
策
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
検
討
・

調
整

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

宮
城

県
東

北
地

整
-

◎
5
0
%

1
1
・河
川
・下
水
道
が
連
携
し
て
実
施
す
べ
き

浸
水
被
害
の
軽
減
対
策
に
つ
い
て
検
討
・調

整

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

市
町

村
宮

城
県

◎
◎

◎
◎

-
-

-
-

○
◎

-
-

4
2
%

1
2
・避
難
路
・復
旧
路
線
の
抽
出
及
び
道
路
嵩

上
げ

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

○
◎

◎
○

○
-

○
○

-
○

◎
○

◎
3
1
%

1
3
・基
準
規
制
の
緩
和
等
に
よ
る
避
難
建
物
の

整
備
及
び
物
資
の
備
蓄

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始
市

町
村

東
北

地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.
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＜
鳴
瀬
川
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関
石
巻
市

東
松
島
市
大
崎
市
富
谷
市
松
島
町
大
和
町
大
郷
町
大
衡
村
色
麻
町
加
美
町
涌
谷
町
美
里
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

２
）ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
　
　
①
住
民
の
主
体
的
で
安
全
な
避
難
行
動
を
促
す
日
頃
か
ら
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

■
洪
水
時
等
の
速
や
か
な
情
報
伝
達
及
び
避
難
計
画
等
に
資
す
る
取
組

1
4
・夜
間
等
の
急
激
な
水
位
上
昇
を
想
定
し
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
改
善
及
び
訓
練
に
よ
る
検
証

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

△
◎

1
0
0
%

1
5
・水
位
周
知
河
川
の
追
加
及
び
簡
易
な
方

法
も
活
用
し
て
浸
水
想
定
及
び
河
川
水
位

等
の
情
報
を
提
供

平
成

2
8
年

度
か

ら
実

施
宮

城
県

◎
1
0
0
%

1
6
・ホ
ッ
トラ
イ
ン
の
構
築
及
び
検
証

平
成

2
9
年

度
か

ら
検

討
実

施

宮
城

県
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

1
7

・想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
区

域
図
、
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
家
屋
倒
壊

等
氾
濫
想
定
区
域
（鳴
瀬
川
、
吉
田
川
、
江

合
川
、
必
要
に
応
じ
て
ダ
ム
下
流
域
）
の
公

表

平
成

2
8
年

度
か

ら
実

施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

1
8
・浸
水
想
定
区
域
図
を
浸
水
ナ
ビ
へ
実
装

順
次

実
施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

1
9
・隣
接
市
町
村
間
の
避
難
計
画
の
策
定

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
0
%

2
0
・想
定
最
大
規
模
の
洪
水
で
の
隣
接
市
町

村
間
の
避
難
計
画
を
考
慮
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・周
知

平
成

2
9
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

2
1
・リ
エ
ゾ
ン
の
早
期
応
援
要
請
・プ
ッ
シ
ュ
型

派
遣
ル
ー
ル
の
構
築

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始

市
町

村
宮

城
県

仙
台

管
区

気
象

台
東

北
地

整

◎
◎

◎
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

9
3
%

2
2
・地
区
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
ま
る
ご
と
ま
ち
ご

と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

の
作
成
検
討

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

○
○

○
◎

△
7
7
%

2
3
・ダ
ム
・
道
路
情
報
も
含
め
た
防
災
情
報
を

集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トの
整
備

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施
東

北
地

整
◎

1
0
0
%

2
4
・プ
ッ
シ
ュ
型
の
洪
水
情
報
の
発
信

平
成

2
9
年

度
か

ら
順

次
実

施
東

北
地

整
◎

1
0
0
%

2
5
・土
砂
・洪
水
氾
濫
の
危
険
性
が
高
い
箇
所

の
う
ち
緊
急
性
が
高
い
箇
所
の
情
報
提
供
・

共
有

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施
宮

城
県

○
0
%

2
6
・ダ
ム
や
堰
・樋
門
等
の
機
能
や
効
果
、
操

作
に
関
す
る
情
報
を
流
域
住
民
等
へ
周
知

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

2
7
・住
民
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
ダ
ム
放
流

情
報
の
改
善
や
通
知
タ
イ
ミ
ン
グ
の
改
善

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

2
8
・要
配
慮
者
利
用
施
設
の
管
理
者
へ
の
説

明
会
の
実
施

平
成

2
8
年

度
か

ら
実

施

宮
城

県
仙

台
管

区
気

象
台

東
北

地
整

◎
△

◎
1
0
0
%

－25－



＜
鳴
瀬
川
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関
石
巻
市

東
松
島
市
大
崎
市
富
谷
市
松
島
町
大
和
町
大
郷
町
大
衡
村
色
麻
町
加
美
町
涌
谷
町
美
里
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

2
9
・防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
や
防
災
ラ

ジ
オ
等
の
配
布
及
び
屋
外
子
局
の
増
設

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

3
0
・要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
避
難
計
画
の

作
成
及
び
訓
練
の
促
進

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
○

◎
◎

○
◎

◎
◎

◎
8
2
%

3
1
・気
象
情
報
発
信
時
の
「危
険
度
の
色
分

け
」や
「警
報
級
の
現
象
」等
の
改
善
(水
害

時
の
情
報
入
手
の
し
易
さ
を
サ
ポ
ー
ト)

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施
仙

台
管

区
気

象
台

◎
1
0
0
%

3
2
・応
急
的
な
退
避
場
所
の
整
備

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
○

〇
-

◎
○

5
0
%

3
3
・地
域
に
応
じ
た
情
報
発
信
手
法
の
構
築

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

3
4
・介
護
施
設
等
と
の
災
害
協
定
に
よ
る
要
配

慮
者
の
避
難
先
（
福
祉
避
難
所
）確
保

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

3
5
・避
難
行
動
宣
言
ツ
ー
ル
の
導
入

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始
市

町
村

◎
◎

○
◎

◎
○

◎
○

○
○

◎
○

5
0
%

■
平
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の
周
知
・防
災
教
育
・訓
練
に
関
す
る
取
組

3
6
・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
首
長
等
も
参
加
し
た

実
践
的
な
訓
練

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施

市
町

村
宮

城
県

仙
台

管
区

気
象

台
東

北
地

整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

3
7

・気
象
情
報
発
信
時
の
「危
険
度
の
色
分

け
」や
「警
報
級
の
現
象
」等
の
改
善
(水
害

時
の
情
報
入
手
の
し
易
さ
を
サ
ポ
ー
ト)（再

掲
）

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施
仙

台
管

区
気

象
台

◎
1
0
0
%

3
8
・水
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
間
（外
水
・内
水
）に

お
け
る
地
域
住
民
が
参
加
す
る
共
同
点
検

や
避
難
訓
練
の
実
施

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

3
9
・小
中
学
校
等
に
お
け
る
水
防
災
教
育
出
前

講
座
を
活
用
し
た
講
習
会
の
実
施
・
支
援
体

制
の
構
築

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施

市
町

村
宮

城
県

仙
台

管
区

気
象

台
東

北
地

整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
○

◎
◎

◎
◎

△
◎

9
4
%

4
0
・浸
水
実
績
等
を
用
い
た
水
害
リ
ス
ク
周
知

の
取
組
に
つ
い
て
の
事
例
集
を
共
有

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施
宮

城
県

◎
1
0
0
%

4
1

・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
掲
示
や
避
難
訓
練
の
お
知
ら
せ
等
の

防
災
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
設
置

・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
研
修
の
場
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の

説
明
を
実
施

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

9
2
%

4
2
・マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

R
3
年

度
か

ら
検

討
開

始
市

町
村

◎
◎

◎
◎

○
◎

◎
○

◎
◎

◎
◎

△
8
5
%
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＜
鳴
瀬
川
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関
石
巻
市

東
松
島
市
大
崎
市
富
谷
市
松
島
町
大
和
町
大
郷
町
大
衡
村
色
麻
町
加
美
町
涌
谷
町
美
里
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

２
）ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
　
　
②
発
災
時
に
人
命
と
財
産
を
守
る
水
防
活
動
の
取
組

■
よ
り
効
果
的
な
水
防
活
動
の
実
施
及
び
水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
取
組

4
3
・関
係
機
関
が
連
携
し
た
水
防
訓
練
・水
防

団
等
同
士
の
連
絡
体
制
の
再
確
認
の
実
施

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
4
・水
防
団
等
の
募
集
・指
定
を
促
進

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
5
・安
全
性
を
十
分
に
確
保
し
た
上
で
の
夜
間

の
急
激
な
水
位
上
昇
を
想
定
し
た
水
防
団

等
へ
の
連
絡
体
制
の
検
討
・構
築

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
市

町
村

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
6
・重
要
水
防
箇
所
の
合
同
巡
視

継
続

実
施

市
町

村
宮

城
県

仙
台

管
区

気
象

台
東

北
地

整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

4
7

・迅
速
な
水
防
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
水

防
資
機
材
、
夜
間
作
業
用
ラ
イ
ト
、
雨
具
等

の
配
備
・水
防
資
機
材
の
備
蓄
及
び
保
有

の
確
認

継
続

実
施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
8

・河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
市
町

村
等
の
円
滑
な
水
防
活
動
等
、
活
用
方
策

を
検
討
・調
整

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施
東

北
地

整
◎

1
0
0
%

２
）ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
　
　
③
一
日
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
排
水
活
動
の
強
化
な
ど
の
取
組

■
排
水
活
動
及
び
訓
練
、
施
設
運
用
に
関
す
る
取
組

4
9

・排
水
施
設
等
の
情
報
共
有
、
浸
水
区
域
内

の
自
然
勾
配
を
踏
ま
え
た
排
水
の
検
討
を
行

い
、
大
規
模
水
害
緊
急
排
水
計
画
(案
)を
作

成

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

○
◎

5
0
%

5
0
・緊
急
排
水
計
画
(案
)に
基
づ
く
排
水
訓
練

の
実
施

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

-
◎

5
0
%

5
1
・浸
水
被
害
軽
減
地
区
の
指
定

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

○
○

○
○

○
-

-
-

△
△

2
0
%

5
2

・浸
水
想
定
区
域
内
の
災
害
対
策
拠
点
で

あ
る
市
町
・県
・国
庁
舎
や
災
害
拠
点
病
院

等
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
各
施
設
管
理

者
等
に
対
す
る
洪
水
時
の
情
報
伝
達
体
制
・

方
法
に
つ
い
て
検
討

令
和

元
年

度
か

ら
検

討
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

◎
◎

◎
◎

○
◎

○
○

◎
◎

◎
△

△
7
7
%

【
生
産
活
動
に
寄
与
す
る
取
組
】

１
）ハ
ー
ド
対
策
の
主
な
取
組

■
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
対
策

5
3

〈鳴
瀬
川
・江
合
川
〉・
堤
防
整
備
・河
道
掘

削
・堤
防
の
浸
透
対
策
・ダ
ム
整
備

〈吉
田
川
〉・堤

防
整
備
・河
道
掘
削

〈定
川
〉・
堤
防
整
備
・
河
道
掘
削

継
続

実
施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%

■
既
存
施
設
の
有
効
活
用

5
4
ダ
ム
の
柔
軟
な
運
用

順
次

実
施

宮
城

県
東

北
地

整
◎

◎
1
0
0
%
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＜
鳴
瀬
川
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関
石
巻
市

東
松
島
市
大
崎
市
富
谷
市
松
島
町
大
和
町
大
郷
町
大
衡
村
色
麻
町
加
美
町
涌
谷
町
美
里
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

２
）ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組

■
生
産
活
動
を
守
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策

5
5
・ダ
ム
・
道
路
情
報
も
含
め
た
防
災
情
報
を

集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トの
整
備
(再
掲
)

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施
東

北
地

整
◎

1
0
0
%

5
6
・プ
ッ
シ
ュ
型
の
洪
水
情
報
の
発
信

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施

市
町

村
宮

城
県

東
北

地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

5
7
・地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
等
合
同
参
加
に

よ
る
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

継
続

実
施

市
町

村
宮

城
県

企
業

な
ど

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

5
8

・気
象
情
報
発
信
時
の
「危
険
度
の
色
分

け
」や
「警
報
級
の
現
象
」等
の
改
善
(水
害

時
の
情
報
入
手
の
し
易
さ
を
サ
ポ
ー
ト)(再

掲
)

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施

仙
台

管
区

気
象

台
◎

1
0
0
%

5
9
・企
業
等
に
お
け
る
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

の
た
め
の
講
習
会
等
の
実
施

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施

宮
城

県
仙

台
管

区
気

象
台

東
北

地
整

◎
△

◎
1
0
0
%

6
0
・浸
水
情
報
、
通
行
止
等
の
道
路
交
通
・規

制
情
報
の
共
有

継
続

実
施

市
町

村
企

業
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

〇
◎

◎
△

9
2
%

－28－



＜
北
上
川
下
流
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

◎
：
実
施
中
　
○
：
今
後
実
施
・
検
討
　
△
：
実
施
を
支
援
　
×
：
実
施
し
な
い
　
－
：
未
定

（
※
黄
着
色
：
更
新
）

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関

石
巻
市
登
米
市
栗
原
市
大
崎
市
涌
谷
町
女
川
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

１
）
ハ
ー
ド
対
策
の
主
な
取
組

■
洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
取
組

1

〈
北
上
川
〉
・
堤
防
整
備
・
堤
防
の
浸
透
対
策

〈
迫
川
等
〉
・
堤
防
整
備
・
河
道
掘
削
・堤
防
の
浸
透
対
策

〈
雄
勝
・牡
鹿
・
女
川
圏
域
〉
・堤
防
整
備
・河
道
掘
削

継
続
実
施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

■
既
存
施
設
の
有
効
活
用

2
ダ
ム
の
柔
軟
な
運
用

順
次
実
施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

■
危
機
管
理
型
ハ
ー
ド
対
策

3

<
北
上
川
>
・堤
防
裏
法
尻
の
補
強

<
旧
北
上
川
>
・
堤
防
天
端
の
保
護

<
迫
川
等
、
雄
勝
・
牡
鹿
・
女
川
圏
域
>
・堤
防
天
端
の
保
護

平
成
3
2
年
ま

で
宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

■
避
難
行
動
、
水
防
活
動
、
排
水
活
層
に
資
す
る
基
盤
等
の
整
備

4
簡
易
ア
ラ
ー
ト
装
置
の
配
備

平
成
3
2
年
ま

で
東
北
地
整

◎
1
0
0
%

5
雨
量
・水
位
等
の
観
測
デ
ー
タ
及
び
洪
水
時
の
状
況
を
把
握
・伝

達
す
る
た
め
の
簡
易
水
位
計
、
C
C
T
V
等
の
基
盤
整
備

継
続
実
施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

6

・
危
機
管
理
型
水
位
計
の
配
置

・
避
難
行
動
に
必
要
な
映
像
提
供
を
考
慮
し
た
河
川
監
視
用
カ
メ

ラ
の
配
置
計
画
を
見
直
し
、
順
次
整
備
を
実
施
。

平
成
3
2
年
ま

で
宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

7
・
氾
濫
危
険
水
位
の
現
地
表
示

継
続
実
施

宮
城
県

◎
1
0
0
%

8
・
排
水
機
場
、
庁
舎
等
の
耐
水
性
の
確
認
・耐
水
化
、
及
び
非
常

用
電
源
等
の
対
策
の
必
要
性
や
問
題
意
識
を
共
有

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
○

◎
8
3
%

9
フ
ラ
ッ
プ
化
等
の
無
動
力
化
を
優
先
的
に
整
備
す
る
対
象
施
設
を

抽
出
し
、
順
次
整
備
を
実
施

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施

宮
城
県

東
北
地
整

-
◎

5
0
%

1
0
全
天
候
型
ド
ロ
ー
ン
を
順
次
配
備

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

1
1

・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
よ
る
、
平
時
の
防
災
教
育
フ
ロ
ア
や
災

害
時
の
復
旧
支
援
部
隊
の
詰
所
及
び
災
害
支
援
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

機
能
を
備
え
た
災
害
対
策
本
部
の
確
保

平
成
3
0
年
度

ま
で
に

実
施

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

1
2
・
土
砂
・洪
水
氾
濫
の
危
険
性
が
高
い
箇
所
の
う
ち
緊
急
性
が
高

い
箇
所
の
情
報
提
供
、
共
有

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
宮
城
県

○
◎

5
0
%

1
3
・
河
川
・下
水
道
が
連
携
し
て
実
施
す
べ
き
浸
水
被
害
の
軽
減
対

策
に
つ
い
て
検
討
・
調
整

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施

市
町

宮
城
県

◎
◎

◎
◎

◎
-

8
0
%

1
4
・
避
難
路
・
復
旧
路
線
の
抽
出
及
び
道
路
嵩
上
げ

R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

○
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

1
5
・
基
準
規
制
の
緩
和
等
に
よ
る
避
難
建
物
の
整
備
及
び
物
資
の
備

蓄
R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関
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＜
北
上
川
下
流
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関

石
巻
市
登
米
市
栗
原
市
大
崎
市
涌
谷
町
女
川
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

２
）
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
　
　
①
住
民
の
主
体
的
で
安
全
な
避
難
行
動
を
促
す
日
ご
ろ
か
ら
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

■
洪
水
時
等
の
速
や
か
な
情
報
伝
達
及
び
避
難
計
画
等
に
資
す
る
取
組

1
6
・
河
川
別
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
・
訓
練
・
改
善
及
び
地
区
ご
と
に
住

民
へ
の
周
知

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
○

◎
△

◎
8
9
%

1
7
・
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
の
見
直
し

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

1
8
・
水
位
周
知
河
川
の
追
加
及
び
簡
易
な
方
法
も
活
用
し
て
浸
水
想

定
及
び
河
川
水
位
等
の
情
報
を
提
供

継
続
実
施

宮
城
県

◎
1
0
0
%

1
9
・ホ
ッ
トラ
イ
ン
の
構
築
及
び
検
証

平
成
2
9
年
度

か
ら
検
討
実

施

市
町

宮
城
県

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

2
0

・
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
図
、
氾
濫
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
家
屋
倒
壊
氾
濫
想
定
区
域
(北
上
川
・旧
北
上
川
・

迫
川
・必
要
に
応
じ
て
ダ
ム
下
流
域
)の
公
表

継
続
実
施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

2
1
・
浸
水
想
定
区
域
図
を
浸
水
ナ
ビ
へ
実
装

令
和
元
年
度

か
ら

検
討
実
施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

2
2
・
隣
接
市
町
村
間
の
避
難
計
画
の
策
定

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
市
町

○
◎

○
○

2
5
%

2
3
・
想
定
最
大
規
模
の
洪
水
で
の
隣
接
市
町
村
間
の
避
難
計
画
を

考
慮
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知

継
続
実
施

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

2
4
・
地
区
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
作
成
検
討

継
続
実
施

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
○

△
8
6
%

2
5
・ダ
ム
・
道
路
情
報
も
含
め
た
防
災
情
報
を
集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
トの
整
備

平
成
2
9
年
度

か
ら
順
次
実

施
東
北
地
整

◎
1
0
0
%

2
6
・リ
エ
ゾ
ン
の
早
期
応
援
要
請
・プ
ッ
シ
ュ
型
派
遣
ル
ー
ル
の
構
築

R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

宮
城
県

仙
台
管
区
気
象

台東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
○

◎
◎

◎
8
9
%

2
7
・プ
ッ
シ
ュ
型
の
洪
水
情
報
の
発
信

継
続
実
施

東
北
地
整

◎
1
0
0
%

2
8
・
土
砂
・洪
水
氾
濫
の
危
険
性
が
高
い
箇
所
の
う
ち
緊
急
性
が
高

い
箇
所
の
情
報
提
供
・
共
有

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
宮
城
県

○
0
%

2
9
・ダ
ム
や
堰
・
樋
門
等
の
機
能
や
効
果
、
操
作
に
関
す
る
情
報
を

流
域
住
民
等
へ
周
知

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

3
0
・
住
民
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
ダ
ム
放
流
情
報
の
改
善
や
通
知

タ
イ
ミ
ン
グ
の
改
善

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

1
0
0
%

3
1
・
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
管
理
者
へ
の
説
明
会
の
実
施

継
続
実
施

宮
城
県

東
北
地
整

◎
△

◎
1
0
0
%

3
2
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
M
や
防
災
ア
プ
リ
の
整
備
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布

及
び
屋
外
子
局
の
増
設

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%
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＜
北
上
川
下
流
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関

石
巻
市
登
米
市
栗
原
市
大
崎
市
涌
谷
町
女
川
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

3
3
・
要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
避
難
計
画
の
作
成
及
び
訓
練
の
促

進
継
続
実
施

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
○

8
3
%

3
4
・
気
象
情
報
発
信
時
の
「
危
険
度
の
色
分
け
」や
「警
報
級
の
現

象
」等
の
改
善
(水
害
時
の
情
報
入
手
の
し
易
さ
を
サ
ポ
ー
ト)

平
成
2
9
年
度

か
ら
実
施

仙
台
管
区
気
象

台
◎

1
0
0
%

3
5
・
応
急
的
な
退
避
場
所
の
整
備

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
市
町

◎
〇

◎
◎

7
5
%

3
6
・
地
域
に
応
じ
た
情
報
発
信
手
法
の
構
築

R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

3
7
・
介
護
施
設
等
と
の
災
害
協
定
に
よ
る
要
配
慮
者
の
避
難
先
（
福

祉
避
難
所
）
確
保

R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

3
8
・
避
難
行
動
宣
言
ツ
ー
ル
の
導
入

R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

◎
○

◎
○

◎
○

5
0
%

■
平
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
周
知
・
防
災
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
取
組

3
9
・
首
長
も
参
加
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
等
の
実
践
的
な
訓
練
の
実

施

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

仙
台
管
区
気
象

台東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
1
0
0
%

4
0

・
気
象
情
報
発
信
時
の
「
危
険
度
の
色
分
け
」や
「警
報
級
の
現

象
」等
の
改
善
(水
害
時
の
情
報
入
手
の
し
易
さ
を
サ
ポ
ー
ト)（
再

掲
）

平
成
2
9
年
度

か
ら
実
施

仙
台
管
区
気
象

台
◎

1
0
0
%

4
1
・そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
災
害
に
応
じ
た
自
助
訓
練
を
実
施

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
2
・
水
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
間
（
外
水
・
内
水
）
に
お
け
る
地
域
住
民
が

参
加
す
る
共
同
点
検
や
避
難
訓
練
の
実
施

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
3
・
小
中
学
校
等
に
お
け
る
水
防
災
教
育
出
前
講
座
を
活
用
し
た
講

習
会
の
実
施
・
支
援
体
制
の
構
築

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

仙
台
管
区
気
象

台東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
○

◎
◎

△
◎

9
0
%

4
4
・
効
果
的
な
「
水
防
災
意
識
社
会
」再
構
築
に
役
立
つ
広
報
や
資

料
を
作
成

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

仙
台
管
区
気
象

台東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
-

◎
◎

◎
8
9
%

4
5
・
浸
水
実
績
等
を
用
い
た
水
害
リ
ス
ク
周
知
の
取
組
に
つ
い
て
の
事

例
集
を
共
有

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
宮
城
県

◎
1
0
0
%

4
6

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
掲
示
や
避
難
訓

練
の
お
知
ら
せ
等
の
防
災
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
設
置

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修
の
場
で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
説
明
を
実
施

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
　

8
8
%

4
7
・マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

R
3
年
度
か
ら

検
討
開
始

市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

△
1
0
0
%
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＜
北
上
川
下
流
＞
　
令
和
5
年
度
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
星
取
表

具
体
的
取
組

目
標
時
期

取
組
機
関

石
巻
市
登
米
市
栗
原
市
大
崎
市
涌
谷
町
女
川
町
宮
城
県
気
象
台

国
土
地
理
院
東
北
地
整

実
施
率

項
目
事
項
N
o
.

取
組
項
目

実
施
す
る
機
関

２
）
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
　
　
②
発
災
時
に
人
命
と
財
産
を
守
る
水
防
活
動
の
強
化
の
取
組

■
よ
り
効
果
的
な
水
防
活
動
の
実
施
及
び
水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
取
組

4
8
・
水
防
団
等
へ
の
連
絡
体
制
の
再
確
認
と
伝
達
訓
練
の
実
施

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

4
9
・
水
防
活
動
の
担
い
手
と
な
る
水
防
団
の
募
集
・指
定
を
促
進

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

5
0
・
毎
年
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
実
働
水
防
訓
練
を
実
施
す
る
。

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
△

◎
1
0
0
%

5
1
・
大
規
模
工
場
等
へ
浸
水
リ
ス
ク
の
説
明
と
水
害
対
策
等
の
啓
蒙

を
行
う

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

○
◎

7
5
%

5
2
・
重
要
水
防
箇
所
の
合
同
巡
視

継
続
実
施

市
町

宮
城
県

仙
台
管
区
気
象

台東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
-

◎
◎

◎
8
9
%

5
3

・
迅
速
な
水
防
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
水
防
資
機
材
、
夜
間
作

業
用
ラ
イ
ト
、
雨
具
等
の
配
備
・水
防
資
機
材
の
備
蓄
及
び
保
有

の
確
認

継
続
実
施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

1
0
0
%

5
4

・
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
情
報
を
共
有
し
市
町
村
等
の
円
滑
な
水
防
活
動
等
、
活
用
方

策
を
検
討
・調
整

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施
東
北
地
整

○
0
%

２
）
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
　
　
③
一
日
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
排
水
活
動
の
強
化
等
の
取
組

■
排
水
活
動
及
び
訓
練
、
施
設
運
用
に
関
す
る
取
組

5
5

・
排
水
施
設
等
の
情
報
共
有
、
浸
水
区
域
内
の
自
然
勾
配
を
踏
ま

え
た
排
水
の
検
討
を
行
い
、
大
規
模
水
害
緊
急
排
水
計
画
(案
)を

作
成

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

○
◎

5
0
%

5
6
・
緊
急
排
水
計
画
(案
)に
基
づ
く
排
水
訓
練
の
実
施

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

-
◎

5
0
%

5
7
・
浸
水
被
害
軽
減
地
区
の
指
定

令
和
元
年
度

か
ら

検
討
実
施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

○
○

△
△

5
0
%

5
8
・
水
害
B
C
P
(事
業
継
続
計
画
)を
作
成

平
成
2
8
年
度

か
ら
順
次
実

施
市
町

◎
◎

◎
◎

◎
◎

-
◎

8
8
%

5
9

・
浸
水
想
定
区
域
内
の
災
害
対
策
拠
点
で
あ
る
市
町
・
県
・
国
庁

舎
や
災
害
拠
点
病
院
等
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
各
施
設
管

理
者
等
に
対
す
る
洪
水
時
の
情
報
伝
達
体
制
・
方
法
に
つ
い
て
検

討

令
和
元
年
度

か
ら
検
討
実

施

市
町

宮
城
県

東
北
地
整

◎
◎

◎
◎

◎
○

△
△

8
8
%
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令和5年度に実施した
防災気象情報の改善

令和5年8月
仙台管区気象台

1
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目 次
●「洪水キキクル」と「水害リスクライン」の統合表示
⇒令和5年2月16日実施

● 「顕著な大雨に関する情報」の改善（直前予測）

⇒令和5年5月25日 実施

●洪水警報等の暫定基準見直し （2市町、7河川廃止。残り１市、2河川継続）

⇒令和5年6月8日 実施

●高潮警報・注意報の暫定基準見直し (4市町廃止、2市町継続)

⇒令和5年6月8日 実施

●洪水警報等の基準見直し
⇒令和5年6月8日 実施

●大雨注・警報（浸水害）の基準見直し
⇒令和5年6月8日 実施

2
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3

「洪水キキクル」と「水害リスクライン」の統合表示（令和5年2月16日実施）

※危険度はイメージ

自治体・住民が
それぞれの詳細なリスク情報を
洪水キキクルページ（気象庁HP）
でワンストップで確認可能に

「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※ 大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※」
（洪水キキクル）

※ 中小河川の洪水危険度を伝える

国管理河川の詳細
な予測情報は水害
リスクラインで提供。

地域の洪水の危険度を一元的に確認できるよう、これまで別々に提供してきた「洪
水警報の危険度分布」（洪水キキクル）と「国管理河川の洪水の危険度分布」（水害
リスクライン）を気象庁ホームページ上で一体的に表示するよう改善しました。
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令和３年６月 顕著な大雨に関する気象情報の運用開始
線状降水帯の発生を知らせる情報

令和４年６月
線状降水帯による大雨の可能性を伝える

気象情報（広域で半日前から）

令和４年5月25日 顕著な大雨に関する気象情報の運用改善
線状降水帯発生の直前予測（最大30分）

(4)

4

「顕著な大雨に関する気象情報」は、非常に激しい雨が同じ場所で実際に降り続いて
いる状況を「線状降水帯」というキーワードを用いて解説を行ってきました。
これからは、雨量予測も用いて線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えます。

顕著な大雨に関する気象情報の改善（令和5年5月25日実施）

これまでの情報と今回の改善 「顕著な大雨に関する気象情報」のイメージ

過去
【過去】過去画像を用いた解説を
行えるよう、過去画像には、それ
が「現在」であったときに表示して
いた楕円を表示。

現在 07:40
(初期時刻07:30)

大雨災害発生の危険度が急激に高
まっている線状降水帯の雨域（現在時
刻の解析）

大雨災害発生の危険度が急激に高
まっている線状降水帯の雨域（10～
30分先の解析）

現在 07:40
初期時刻における実況を表示

判定結果（初期時刻07:30の場合）
07:45
初期時刻の10分後を表示

7:50
初期時刻の20分後を表示

08:00
初期時刻の30分後を表示

【現在】実況で解析された線状降水帯
を実線で、10～30分先に解析されたら
破線で表示。
計算に10分程度かかるため、初期時刻から約12分後に表示。

【10～30分先】各時刻の楕円を破線
で表示。
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洪水警報等の暫定基準見直し（令和5年6月8日実施）

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震と津波に伴う堤防や排水施設等の被害を考
慮し、平成23年3月30日から暫定基準により洪水警報・注意報を運用し、以後、河川復旧
工事の復旧状況に合わせて順次暫定基準を順次見直してきました。
今般、暫定基準を継続している9河川のうち、令和5年3月末までに復旧工事の完了した7河
川について、暫定基準を廃止し、令和5年6月8日から通常基準で運用しています。

暫定基準を継続する河川（2）

暫定基準を廃止する河川（7）

5

市町 河川名

気仙沼市 大川 神山川

南三陸町 港川

石巻市 大沢川 皿貝川 中島川 富士川 釜谷川 追波沢川

■暫定基準を継続する気仙沼市大川及び神山川のメッシュ

※平成23年(2011年)東北地方太平洋
沖地震及びそれに伴う津波により甚
大な被害が発生した市町村を対象に、
堤防や排水施設等の被害を考慮し、
洪水警報・注意報は、平成23年3月
30日に通常基準から引き下げた暫定
基準による運用を開始した。暫定基
準の変更や廃止は、令和元年5月29
日までは二次細分区域（市町村等）
ごとに行っていたが、令和2年以降
は、河川復旧工事の進捗状況に合わ
せて、水害に対する脆弱性が元の状
態に戻っていない地域に限定して、
1キロ格子単位で行っている。
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高潮警報・注意報の暫定基準見直し（令和5年6月8日実施）

【暫定基準の見直し】
平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震と津波による被害や地盤沈下により高潮に対し
て脆弱となった市町村について、暫定基準により高潮警報注意報を運用し、防潮施設の復旧状況
を踏まえ順次暫定基準を見直してきました。
今般、塩竈市、石巻市、東松島市、女川町については、防潮施設の復旧が確認できたことから、
暫定基準を廃止し新たな通常基準を設定しました。一方、気仙沼市、南三陸町は復旧工事が完
了していないため暫定基準を継続します。

暫定基準を終了し
新たな基準とする

暫定基準継続
6

【新たな警報基準の設定】
塩竈市、東松島市、女川町は、防潮施設が計画高潮位より高い。

石巻市は、防潮施設が計画高潮位より低い地域があるが、周辺民
家の標高が計画高潮位よりも高く、これまで重大な高潮災害は発
生していないことから、計画高潮位を市町村危険潮位とし、これ
を警報基準とする。
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洪水警報等の基準見直し（令和5年6月8日実施）

洪水警報基準Ⅲ 洪水警報基準Ⅱ

※1991～2019年の29年間のデータによる評価結果

令和２年まで（30年間）の流域雨量指数データ、災害データを用いて洪水警報基準の見直しを
実施し、 令和5年6月8日から新たな基準で運用しています。
新基準は、従来と同程度の災害捕捉率を確保しつつ、発表頻度を減少させることができるため、
避難情報など自治体の防災対応において、より使いやすい警報・注意報になることが期待されます。

7

洪水警報見直しのポイント
〇1991-2020年の指数と災害データによる見直し
（指数・災害データ1年分追加、確率値算出用は3年分追加）
〇キキクル流路修正による流域雨量指数変化
〇監視格子の見直しによる流域雨量指数変化
〇流域雨量指数計算処理プログラムにおける
数値の扱い方の一部変更（整数型⇒小数点型）

〇災害捕捉率を維持しつつ発表回数（空振り）を低減

※洪水警報基準は、市町村数×河川数×２（単独基準・複合基
準）と多いため基準値は掲載していません。

137

101

53 48 485
431

77 77

発表回数 災害捕捉率 発表回数 災害捕捉率

新 新 新 新旧旧旧旧
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8

新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧
仙台市東部 28 28 13 13 10 10 南三陸町 17 17 13 13 7 7
塩竈市 22 22 14 14 8 8 角田市 20 20 14 14 8 8
名取市 26 26 18 18 8 8 大河原町 15 15 12 12 7 7
多賀城市 29 29 19 19 11 11 村田町 18 16 14 12 8 8
岩沼市 26 26 19 19 9 9 柴田町 18 18 14 14 8 8
亘理町 26 26 19 19 11 11 丸森町 16 16 12 12 8 8
山元町 21 21 16 16 8 7 登米市 23 23 18 18 9 9
松島町 21 21 16 16 6 6 栗原市東部 28 28 18 18 11 11
七ヶ浜町 28 28 18 18 11 11 仙台市西部 21 21 12 12 9 9
利府町 25 25 15 15 8 8 大和町西部 20 20 15 15 10 10
大和町東部 21 21 16 16 8 8 大衡村 21 21 14 14 7 7
大郷町 21 21 16 16 9 9 白石市 21 21 15 15 7 7
富谷市 21 21 16 16 10 10 蔵王町 23 23 18 18 7 7
石巻市 19 19 12 12 8 8 七ヶ宿町 22 22 17 17 9 9
東松島市 17 17 13 13 8 8 川崎町 21 21 16 16 9 9
女川町 18 18 12 12 8 8 大崎市西部 29 29 20 20 10 8
大崎市東部 19 19 14 14 8 8 色麻町 25 25 20 20 11 11
涌谷町 19 19 15 15 6 6 加美町 29 29 18 18 10 10
美里町 24 24 19 19 9 9 栗原市西部 28 28 17 17 8 8
気仙沼市 22 22 12 12 8 8

基準Ⅲ
基準Ⅱ
（警報）

基準Ⅰ
（注意報）二次細分

区域

基準Ⅲ
基準Ⅱ
（警報）

基準Ⅰ
（注意報） 二次細分

区域

大雨警報（浸水害）基準の見直し（令和5年6月8日実施）

令和2年まで（30年間）の降雨データ、災害データを用いて大雨警報（浸水害）・注意報基
準の見直しを実施し、 令和5年6月8日から新たな基準で運用しています。
新基準は、従来と同程度の災害捕捉率、発表頻度と想定されます。また、一部市町村について
は発表頻度の減少が想定されるため、より精度向上が図られます。

大雨警報（浸水害）基準Ⅲ

大雨警報（浸水害）基準Ⅱ

基準の定義と設定手法

市町村別の新旧表面雨量指数基準

※「発表回数」は30年間の基準到達延べ回数
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９．この夏の天候の見通しについて

【仙台管区気象台】



向こう3か月（8月～10月）の天候7月25日発表の3か月予報

東北地方の向こう３か月の気温は、平年並か高い見込み。
東北地方の向こう３か月の降水量は、平年並か多い見込み。
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向こう3か月（8月～10月）の天候の解説
地球温暖化やエルニーニョ現象の影響
により、全球で大気全体の温度が高く、
特に熱帯・亜熱帯域では顕著に高い。
冬に終息したラニーニャ現象の影響が
残ること、及び、正のインド洋ダイ
ポールモード現象の発生により、積乱
雲の発生がフィリピン付近から西部太
平洋赤道域にかけて多いでしょう。こ
のため、太平洋高気圧が日本の南で西
に張り出しやすい。
エルニーニョ現象の影響で偏西風は平
年よりもやや南寄りを流れ、北・東・
西日本ではその影響を受けやすい。
以上から、沖縄・奄美を中心に全国的
に暖かい空気に覆われやすい。また、
北・東・西日本では、暖かく湿った空
気に加え、前線や気圧の谷の影響を受
けやすい。

＜参考＞7月1日~20日の天候経過
〇暖かい空気が流れ込みやすかったため、気温
は平年を上回りました。

〇梅雨前線の影響を受けやすく、7月15日には
秋田市仁別で日降水量が330.５mmと、1985
年の統計開始以降歴代１位の値を更新（7月
20日現在）するなど秋田県を中心に記録的
な大雨となりました。このため、降水量は
平年を上回った所が多く、日照時間は日本
海側で平年を下回った所が多くなりました。
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１１．宮城県主要事業について

【宮城県】
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大規模特定河川事業 【北上川水系長沼川】 （宮城県）
きたかみがわ

【全体計画】
河川名 ：一級河川北上川水系長沼川
事業内容 ：放水路整備、橋梁、樋管、堰
全体事業費：1,950百万円（国費975百万円）
事業期間 ：R1～R7
施工地 ：登米市

【令和4年度当初】
事業内容 ：河道掘削,地盤改良,築堤,排水機場
事業費 ：420百万円

【令和4年度補正】
事業内容 ：パイプライン移設
事業費 ：90百万円（国費45百万円）

【令和5年度当初】
事業内容 ：排水機場（機械設備）
事業費 ：350百万円（国費175百万円）

被害状況

浸水戸数

ながぬまがわ

北上川水系長沼川は、旧迫川と合流する下流部において河道断面が非常に狭く、河床勾配が緩いため、平成
１４年７月の台風６号では旧迫町の中心市街地において、甚大な被害が発生した。
このため、補助事業により迫川への放水路や、排水機場及び調整池整備等を集中的に実施し、早期に地域の安

全性の向上を図る。

河川の横断図や橋梁等のポンチ絵
※詳細な寸法等は記載しないで下さい。

平面図

Ｐ

：平成14年7月11日出水 浸水範囲

平面図

平成14年7月11日 台風6号
床上浸水2戸 床下浸水69戸
冠水田332ha 冠水畑95ha

遊水地

北上川水系長沼川

平成14年7月11日
台風６号による冠水

①

浸水履歴
床上浸
水戸数

床下浸
水戸数

戸数計

平成14年
7月11日 2 69 71

▽KP-0.540 ▽KP-0.540

1:
0.
5

1:0.5

1:0.4

1:
0.
4

ブロック積擁壁 ブロック積擁壁

地盤改良

地盤改良

DL=3.00

▽KP+6.725

19.2

OWL.▽KP+3.910

▽KP+5.060整地高▽KP+5.060

HWL.▽KP+6.460

1:
1.
5

1:2
.0

1:1.5

1:2.0

計画河床高　▽KP+3.059

▽KP+7.060計画堤防高 ▽KP+7.060

敷砂利
(t=200mm)

敷砂利
(t=200mm)

1:2.0 1:2
.0

14001

3
4
0
1

8
5
1

6
00

20402

8701 8701

2
00

2
00

4500

500 3500 500

4500

500 3500 500300 12001200 300

2
00

5
60
0

5
60
0

事業実施のイメージ

計画高水位

位置図

分水堰

排水樋管

【凡例】

R4当初まで
R5当初
R6以降
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大規模特定河川事業〈氾濫危険区域河道掘削〉 【北上川水系南沢川】 （宮城県）
きたかみがわ みなみざわがわ

浸水戸数

位 置 図
位置図

事業実施のイメージ

【全体計画】
河川名 ：一級河川北上川水系南沢川
事業内容 ：築堤、護岸、橋梁 等
全体事業費：2,500百万円 (国費1,250百万円)
事業期間 ：R2～R11
施工地 ：登米市

【令和4年度補正】
事業内容 ：築堤護岸工
事業費 ：200百万円（国費100百万円）

【令和5年度当初】
事業内容 ：護岸工

上流部詳細設計
事業費 ：70百万円（国費35百万円）

浸水戸数

北上川水系南沢川は、登米市津山町横山で北沢川と合流し、さらに支川の伊貝川、寺川、石貝川と合流して登米市津山町柳津
で北上川に注ぐ一級河川で、南沢川沿いの低平地は幾度となく被災しており、令和元年10月の台風第19号では浸水面積57.4ha、
床上35戸、床下50戸のほか国道４５号が浸水により通行止めとなるなど、甚大な被害が発生した。

このため、補助事業により築堤及び河道掘削等を集中的に実施し、早期に地域の安全性の向上を図る。

平面図

南沢川越水・国道冠水状況

浸水履歴
床上浸水
浸水戸数

床下浸水
浸水戸数

浸水面積
（ha）

備考

H21.10.8 44 38 264
R1.10.13 35 50 57.4

築堤護岸

国道４５号冠水状況（横山地区）Ｈ２８築堤整備状況

【凡例】
R3迄
R4当初
R4補正
R5当初
R6以降詳細設計・橋梁設計

護岸
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大規模特定河川事業 【鳴瀬川水系渋井川】 （宮城県）
なるせがわ しぶいかわ

鳴瀬川水系渋井川は大崎市内の住宅密集地を流下しており、鳴瀬川本川の背水の影響を受けやすく、平成27年
の関東東北豪雨による洪水等で甚大な被害が発生した。
このため、補助事業により水門整備を集中的に実施し、早期に地域の安全性の向上を図る。

位置図

鳴瀬川水系渋井川

【全体計画】
河川名 ：一級河川鳴瀬川水系渋井川
事業内容 ：水門整備，排水機場
全体事業費：4,500百万円
事業期間 ：R1～R7
施工地 ：大崎市

浸水戸数

洪水履歴
床上

浸水戸数
床下

浸水戸数
浸水面積
（ha）

備考

昭和61年8月
台風10号

362ha
多田川
流域

平成2年9月
台風20号

24ha
多田川
流域

平成27年
関東東北豪雨

100戸 300戸 213ha

令和元年
東日本台風

11戸 38戸 180ha

609戸（浸水家屋）

31戸（浸水家屋）

被害状況

令和元年東日本台風
右岸側決壊状況

①

R1.10浸水範囲
A=約180ha

①

②

平面図

大崎市古川
市街地

H27.9.11浸水範囲
A=約213ha

P

水門新設

凡例

R1.10.13 決壊箇所

H27.9.11 決壊箇所

ポンプ
新設

若木橋左岸側背後の浸水状況

②

水門工事施工状況
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国土強靱化のための５か年加速化対策における樹木伐採・河道掘削 （宮城県）

「防災・減災，国土強靱化のための5か年加速化対策」 により，支障木伐採，河道掘削（堆積土砂掘削）を進め，令
和2年度補正予算～令和7年度までの5か年で集中的に対策を進めていく。

支障木伐採 ： 40/49河川着手済み 河道掘削 ： 54/63河川着手済み ＊令和5年8月1日時点

河道掘削（堆積土砂撤去）：鱒淵川支障木伐採：旧迫川

河道掘削（堆積土砂撤去）：蛭沢川支障木伐採：江合川
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